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第1回 岐阜県高校教育改革推進会議
県教育委員会では、2040年を見据えた高校教育改革実行計画の策定を進めています。第１回

推進会議では、骨子案をもとに、本県の高校教育が目指す姿や改革の方向性について議論を

行いました。

※ 本レポートは、会議で出された主な意見を分かりやすく紹介するものです。

会議での詳細な議論については、県ホームページ掲載の議事概要をご覧ください。

今後の実行計画策定に向けた進め方（予定）

委員による拠点校3校の視察、生徒・教員との意見交換

第2回推進会議（実行計画素案を協議・11月頃）

パブリックコメント（時期未定）

第3回推進会議（実行計画最終案を協議・2月頃）2040年を見据えた高校教育の将来像について、
多様な意見が出されました

•••委員意見を要約して記載

高校教育改革実行計画（骨子案）の4つの柱

柱1 専門高校の機能強化・高度化

育成する
人材

地域産業・社会課題の解決ができる、
地域発のイノベーションを興せる人材

企業や大学等と連携した実践的な学びを通して
人材育成を。

AI時代だからこそ、高校では人間力（人間性・
社会性）を高めていくことが大切。

産業界のニーズは大きく変化。社会や産業の変
化に対する対応力の育成を。

柱2
普通科改革を通じた
高校の特色化・魅力化

文理の壁を超え、新しい価値を創造する、
理数の学びを社会発展へとつなぐ人材

「あの人のようになりたい」と思える出会いが、
学びや成長の原動力。

文系・理系と明確に分けられる時代ではなく、
どちらも必要。

理数系人材はすぐには増えない。興味を持たせ
るような動機付けこそ大切。

柱3 地理的アクセス・多様な学びの確保

学校の枠を越えて多様な人々と協働し、
社会課題を主体的に探究・解決できる人材

誰もが、どこからでも、どのタイミングからで
も学びに挑戦できる環境を。

「登校できるかどうか」だけでなく、「どう学
び続けるか」の視点で検討を。

高校卒業後に一人で自立して生きていけるよう
に育てることが大切。

柱4
改革を実現するための基盤整備

3つの柱を支え、機能させる土台

高校だけでなく、義務教育とのつ
ながりを見据えた教育改革を。

学校だけでなく、地域社会全体で
学びを支える体制づくりを。

「点数」ではなく「学び」で学校
を選べる環境づくりを。
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